
書式第３０の２
特許法第６７条の２第２項の資料に係る営業秘密に関する申出書
（令和　　年　　月　　日）
特許庁長官　　　　　殿
１　出願番号
２　申出人
住所（居所）
氏名（名称）                  　　　　　　
３　代理人
住所（居所）
氏名（名称）                  　　　　　　
４　申出の内容
〔備考〕
１　「出願番号」には、「特願○○○○－○○○○○○」のように延長登録出願の番号を記載する。ただし、出願の番号が通知されていないときは「令和何年何月何日提出の特許権存続期間延長登録願」のように記載するか、又は「別添願書写しのとおり」と記載し、当該願書の写しを添付する。
２　「申出の内容」の欄には、営業秘密が記載された書類名及び営業秘密が記載された箇所を記載し、当該営業秘密が記載された箇所を除いた書類を添付する。この場合において、申出の対象となる営業秘密が記載された書類名は「令和何年何月何日付特許権存続期間延長登録願に添付された○○○承認申請書」のように記載する。
３　その他は、特許法施行規則様式第３の備考１から３まで、７から１１まで及び１３から１６までと同様とする。

（改訂令和６・４）
※注意事項


この書式は、方式審査便覧５８．２０に基づき、改正前特許法第６７条の２第２項の資料において営業秘密が記載された旨を特許庁長官に申し出る場合に使用する。


　　したがって、書式名の「特許法第６７条の２第２項」は、「改正前特許法第６７条の２第２項」を、備考１及び２の「特許権存続期間延長登録願」は、「改正前特許法第６７条の２第１項に規定する特許権存続期間延長登録願」を、備考３の「特許法施行規則様式第３」は、「改正前特許法施行規則様式第３」を指す。












